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え て経済 の安 定 成 長 期を迎 えており都市再生 の観点 からも 都市開発プロジェ




開 し て い る 。  
 
 本論分は序 として（１～２章）、本論として（３～６章 ）及び終章（要約）
に よ り 構 成 さ れ て い る 。  
 
第 １章で は都市開発型 プロジェクト を都市発展へ の影響 から① 更新② 転換
③拡大④創造に類型化したうえで、民間開発者からの評価をもとにその解析の











グ 調査により 経営情報を入 手し経 営 方 針と不動産開発方針変化 の分析 を行っ
ている。民間開発者について開発機能の低下及び役割の分化と機能の特化にあ
わせ、今後 の再編の必要性を指摘している。 民間開発者の プ ロ ジ ェ ク ト評 価が






ジェクト を大都市都心部の オフィス開 発と比 較した 民間開発者 の評価 からそ
の特性を導き出している。その結果、都市開発型プロジェクトは大都市都心部
のオフィス開 発と比較し低いリターン（利回 り）と高いリスクの特性の た め、























今 後の課 題として不動産証券化の 活用 と複合施設管理専門能力 の育成 の必要









による効 用が 他のオフィスセンターに 比して 高いオフィスセンターは 既存の












発 の偏 在 化が 進む懸 念が あ り民間 の有 効活用 には政策的な 開発 の分散化政策
が あ わ せ て 必 要 で あ る と 結 論 付 づ け て い る 。  
 





ェクトに つ い て民間開発者 からの 評価 を客 観 的に分 析し促 進 方 策の立 案に理
論 的 根 拠 を 与 え る こ と に 成 功 し て い る 。  
著 者は長 年にわたる都 市 開 発 型プロジェクトの実務経験 を基に 経営学的観
点を導入した都市計画の新しい分野を拓くものであり、著者の業績は都市計画
学 に 対 す る 貢 献 大 と し 博 士 （ 工 学 ） に ふ さ わ し い も の と 認 め る 。  
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